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育児休業給付金／出生後休業支援給付金支給申請書（２回目以降）の記入例 
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5、9、13「支給単位期間」 

・それぞれの支給単位期間の初日及び末日を記入してください。 

17「職場復帰年月日」 

・「育児休業給付金支給決定通知書」にある「支給期間末日」前に育児休業を終了して職場に復帰した場合は、その復帰した

日を記入してください。 

［注意事項］ 

育児休業受給資格確認のみを行った場合は、この様式が、初回からの支給申請書となります。 

また、育児休業受給資格確認のみを行った場合で被保険者の配偶者の育児休業状況または被保

険者の配偶者が育児休業を要件としない場合に該当しているときが確認済みのときは、この申請書

で育児休業給付金及び出生後休業支援給付金の支給申請手続を行うことができます。この場合は、

あらためて出生後休業支援給付金の支給要件を満たしていることが確認できる書類（133ページ参

照。）を提出いただく必要はありません。 

受給資格確認時に、被保険者の配偶者の育児休業取得状況または被保険者の配偶者が育児休業

を要件としない場合に該当していることが確認できなかった場合に、出生後休業支援給付金の支給

申請を行うときは、この申請書とは別に、「出生後休業支援給付金支給申請書」（155ページ参照。）

に出生後休業支援給付金の支給要件を満たしていることが確認できる書類（133ページ参照。）を添

えて提出してください。 

6、10、14「就業日数」、7、11、15「就業時間」 

・5、9、13欄に記載した支給単位期間において、就業した日数、時間を記入してください。 

8、12、16「支払われた賃金額」 

・5、9、13欄に記載した支給単位期間において、支払われた賃金（臨時の賃金、３か月を超える期間ごとに支払われ 

る賃金を除く）の額を記入してください。なお、賃金に含まれるか否か判断しかねるものについては、24、25欄にその額と

名称を記入してください。 

｢事業所名(所在地、電話番号)、事業主氏名」、「申請者氏名」 

・被保険者本人が氏名を記載し記入内容について事業主が証明してください。 
ただし、申請内容等を事業主等が被保険者に確認し、合意のもと「記載内容に関する確認書・申請等に関する同意書」を

作成・保存することで被保険者の記名を省略することができます。その場合、申請者氏名欄には、「申請について同意済み」

と記載してください。 

｢備 考」（申請書裏面） 

備考欄に、賃金締切日・支払日、通勤手当について記入してください。 

・初回の支給申請において前３、４か月分の申請を行う場合、３、４か月目となる支給単位期間、就業日数、支給された賃

金額を備考欄に記入してください。 

・出向元、出向先双方から賃金の支払いがある場合は、合計額を支給申請書に記入し、備考欄に被保険者資格を有さない雇

用関係に基づく賃金額及びその賃金を支払った事業主名を記入してください。 


